
様式2 令和５年度　学校運営協議会（コミュニティ・スクールくさつ）の実施報告および議事概要

１、日時・場所

第１回学校運営協議会 第２回学校運営協議会 第３回学校運営協議会 第４回学校運営協議会

６月２８日（水）
１３時３０分～１５時００分

月　　日（　　）
時　　分～　　時　　分

月　　日（　　）
時　　分～　　時　　分

月　　日（　　）
時　　分～　　時　　分

松原中学校会議室

２、委員の出欠

名　　前
会長

副会長
出欠 出欠 出欠 出欠

1 小寺　正宣 ◎ 出席

2 髙野　義孝 出席

3 杉江　由紀子 出席

4 山本　敏子 ○ 出席

5 竹川　優子 出席

6

7

8

※名前に記されている印は、◎会長　○副会長

名　　前 出欠 出欠 出欠 出欠

1 柴原　力 出席

2 辻　大吾 出席

3 藤井　敬規 出席

4 西村　彰 出席

5

３、傍聴人の有無 傍聴人　　　　　　　　　０人 傍聴人　　　　　　　　　　人 傍聴人　　　　　　　　　　人 傍聴人　　　　　　　　　　人

４、議題および主な意見 第１回学校運営協議会 第２回学校運営協議会 第３回学校運営協議会 第４回学校運営協議会

基本
理念

市
重点

学校
重点

学校運営基本方針の承認について 基本施策番号（　    　） 基本施策番号（　    　） 学校評価について

3 道徳教育・人権教育の推進
議題 議題

○ ○ 4 いじめを根絶する取組の推進

○ ○ 5 健やかな体づくりの推進

6
社会性や豊かな情操育てる教
育の推進

7 インクルーシブ教育の推進

◎ ◎ 8 ＩＣＴを活用した教育の推進

9 読書活動の推進

10
基礎学力向上のための取組の
充実 基本施策番号（　１５　） 基本施策番号（　１５　） 基本施策番号（　１５　）

◎ 11 英語教育の推進
議題）【スクールESDくさつプロジェクト】「松原ローカ
ル学習」の充実に向けて

議題 議題

○ ○ 12 教職員研修・研究活動の充実

13
教職経験に応じた人材育成の
推進

14
教職員の健康管理と働き方改
革の推進

◎ ◎ 15
地域の活力を生かした特色あ
る学校経営の推進

16
教職員の指導体制・学校支援
体制の充実

◎ ◎ 17
配慮を要する子どもへの支援
体制の充実

成果および課題

・学校運営の基本方針について承認されたととも
に、委員の方々からは、ESDの視点から、未来を担
う子どもたちの豊かな成長のための建設的な意見
が多く出された。たいへん活発な交流の機会となっ
た。
・スクールESDくさつプロジェクトに係る本校の取組
「松原ローカル学習」について出されたアイディアを
整理し、地域との協働的実践に向けて引き続き連携
を図る必要がある。

 

日　　時

場　　所

役　職　等

山田学区主任児童委員/ 地域コーディネーター

笠縫学区主任児童委員

PTA会長

役　職　等

校長

教頭

教務主任（教諭）

事務主査

施策の基本方向・項目 基本施策
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１豊かな心と
健やかな体の育成

学
校
の
教
育
力
を
高
め
る

主な意見 主な意見

４学校経営の充実

主な意見

概要 概要

主な意見 主な意見

２確かな学力の育成

３教職員の指導力
の向上

現状の姿）環境、経済、社会における様々な問題を
「自分事」としてとらえ、現在、「松原未来学習」に取
り組んいる。後期からの新しい学習に向けて、校区
の強みを活かす中で、学校と地域が協働して取り組
んでいきたい。

概要 概要

主な意見
・新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後の
対応について、学校の教育活動や学校行事では、
できるだけ子どもたちの活動の機会を拡充できるよ
う取り組んでいってほしい。
・読書活動の推進について、関係機関や図書館ボラ
ンティア、学校司書との連携、また委員会活動を通
じて、図書館教育の充実が図れている。「本を読む
ことが好きな生徒」の育成に努めることは大切なこと
である。

主な意見
・昨年度からの取組を通じて出来たつながりを大切
にすることで、また新たなつながりが生まれてくると
思う。ESDの素晴らしいところだと感じる。
・ベジクサの知名度をあげるうえで、子どもたちから
の発信は大きな影響力がある。様々なスタイルで、
どんどん発信の機会を作るべきである。
・自分たちが育てた農産物で、商品開発することが
実現すれば、それは大きな感動体験となる。今後そ
の道筋を模索していきたい。


